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アジアのミツバチ3新種の分布域の見直し

過去50年余りにわたって多数の研究者がミ

ツバチ属 Apisというひとっの属のミツパテと

して認めてきたのは Ruttner(1988)によるよ

うにわずかに4種のみであった.しかしこれま

でミツバチに対する情報が不充分であった東南

アジアにおける最近の研究から,ヒマラヤ地方

に生息し現存のミツバチでは最大のミツバチで

あるヒマラヤオオミツバチApislaboriosa,義

小の ミツバチであるク口コ ミツパテ A

andylenifomisおよび閉鎖空間営巣性であるサ

バミツバチA.koschevnikoviの3新種の存在

の確証が得られるにいたった.

これらの新しい種の分布に関する知見はその

種の形態的あるいは行動上の特長に比べてあま

りにも乏 しい.実際に生殖器や外部形態

(Tingeketa1.,1988;Wongsirieta1.,1990:

KoenigerandKoeniger,1991;Koenigeret

a1.,1991)あるいは交尾飛行時刻 (Koeniger

eta1.,1988;Underwood,1990b;Rinderer

eta1.,1991),また営巣習性や移動,越冬 (Un-

derwood,1990a)といった報告が相次ぐ一方

で,それぞれの種の分布に関するデータは得ら

れていない.そこで本稿ではこの3種の分布域

について,博物館の標本調査結果に文献記載さ

れた採集記録を加えてまとめた.

調 査 方 法

まずロンドンにある英国自然史博物館と,イ

ンドネシアのボゴールの動物学博物館所蔵のす

べてのミツバチの標本を調べ,同様に2種のコ

ミツバチ類,コミツパテA.floreaとク口コミ

ツバチについて以下の博物館および個人所蔵の

標本を調べた.ホノルルのB.P.ビショップ博

G.W.Otis

物館,ライデンの自然史博物館,ワシントンD.

C.の合衆Eg国立博物館, ニューヨークのアメ

リカ自然史博物館,シュトゥットガルトの州立

自然史博物館,ストックホルムの自然史博物

鰭,コペンハーゲンの動物学博物館,オタワの

生物形態分類学研究所,レニングラードの科学

院の動物学研究所,カンザス大学,イェール大

学,コ-ネル大学,ゲルフ大学の昆虫学博物館,

そ して 日本 の坂上,永瀬, ドイツの N.

Koeniger,カナダの C.Darling.さらにサバ

ミツバチとヒマラヤオオミツバチを含め,それ

ぞれのミツバチに関しての記述が明白なものに

ついては文献に記載されている採集地をデータ

として加えた (Maa(1953)の報告ではサバミ

ツバチはA.vechtiおよび A.lieftinckiと記

載されている).KuangandLi(1986)は中国

のミツバチ属の分布についてすぐれた報告をし

ている.この中にはク口コミツパテとコミツバ

チに関するデータは含められているがヒマラヤ

オオミツバチに関しては含まれていない.

調査対象種の記載のある分布地を分布地図上

の点で示しているが,多くの標本は1940年以

前の古いもので,その後生息地の環境変化がそ

の場所にいたその種を絶滅に追いやっている可

能性もある.調査対象種の採集地はこれらの資

料を基に分布地域図上に打った点で表した.多

くの場合,標本のラベル上の地名が地図,地図

帳,地名辞典上で見つけられず使い物にならな

かった.

結 果

この調査は既知のアジアのミツパテの分布域

をかなり追加して補うものになった.インドネ
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図 1 コミツバチA.flweaの分布域

シアの多くの地域 (カリマンタン,ジャワ東部,

バリ,ヌサ･テンガラ),ベトナムの北部,タイ

半島,ミャンマー (ビルマ),ブータン,アッサ

ム,シッキム,そしてネパールでは種によって

標本がまったく,もしくはほとんど集まってい

ない地域が残っており,これらの地域について

はそれぞれの種の生態の解明よりもまず標本の

採集が必要であるといえる.

コミツバチ頬を2種に分類することでそれ

ぞれの分布域にはっきりした境界を定めること

はできなかった (図 1).コミツパテは比較的広

範囲に分布する種で,インドネシアとタイ全域

から中国南部までと,西方にはインド,パキス

タンからイラン,イラク,オマーン南部にまた

がって生息している.アンダマン諸島には,-

リナシバチの一種を誤って同定したらしい誤記
I

載はあるが,実際には生息していない.スーダ

ン (アフリカ)とジャワ島のジャカルタ近郊と

スラバヤ近郊で見つかった隔離集団は,人為的

に持ち込まれたものと考えられる.

ク口コミツバチもまた広範囲に分布 してい

る.マレー半島,スマトラ,ボルネオ,パラワ

ンでは記録された唯一のコミツバチ種となって

いる.さらに北部ではインドシナとタイではコ

ミツバチが低地に,ク口コミツバチが標高の高

い場所に生息しており,両種がごく普通に見ら

れる.ジャワ島でも同様の傾向が見受けられる

が,数的には標本全体の中ではきわめて少数で

図2 ク口コミツバチA.andreniformisの分布域

あり,いずれも普通種とは呼べない.最も北で

は雲南の最南端 (KuangandLi,1986)で採

集されており,また,たまたまインドのアッサ

ムのシロン丘陵やダージリン近郊 ("Teesta

Bridge") を最西限として採集されている (図

2).

最初のサバミツバチの再発見の報告では,こ

のミツバチをサバ州に固有の種であるとしてい

る (MathewandMathew,1988;Tingeket

a1.,1988).歴史的にはスンダ列島全域に生息

していたことが明らかであるが,ジャワ島では

生息地の環境破壊とともに絶滅したものと考え

られる.また,ボルネオの標高2000m以上の

森林地帯の大部分で普通に見ることができる.

スマトラでは中間標高域 (標高500-1000m)

のアチェ県にある GunungLeuser国立公園

とスマトラバラタのソロック近くのムアラで最

近採集されている.マレーシア半島のケダから

セランゴールにかけてのいくつか古い採集標本

があり,最近ではパソー森林保護区で1匹採集

されている (Roubik,私信).ほとんどの標高

が標高500-1500mの標高帯で採集されたもの

だが,ラベルには,低地に位置する"Jerantut"

や "KualaLumpur(クアラルンプール)"と

記してある標本もあった,さらに西部ジャワで

採集された2標本がある (ラベルに記載された

"Tjimandala,Gunung Pantjar" と "Pan

KalanKasai,W.Java,500十m"のうち後者



169

∠ここ=こ:ら
図3 サバミツバチA.Koschevnikoviの分域域

の地名は最近の地図上には見当たらない)(図

3).マレー半島,スマトラ,ジャワにおけるサ

バミツパテの採集と生物学的研究は大変重要で

ある.

今までのヒマラヤオオミツバチの採集記録は

もっぱらネパール,チベットそして雲南に限ら

れていた (Sakagamieta1.,1980;Roubiket

a1.,1985;KuangandLi,1986;Underwood.

1990).しかし大英博物館所有のシッキム,ブ

ータン,インドのアッサムのミシュミ丘陵とミ

ャンマー北部,そしてラオス (ルアンプラバン

県キオテウ)で得られた標本によってこれまで

報告されていた分布域を南と東に大幅に広げ

た.東の分布地である "HautMekong,Nam

Mia"については正確な位置を決定することは

できなかったのでおおよその見当で地図上に示

した (図4).KuangandLi(1986)の報告か

らもチベット,雲南,および Szechwanの-

か所を生息地として加えた.

考 案

図 1-4は4種のミツバチの最新の分布図で

ある.しかし必要な標本が入手できなかった地

域,特にボルネオのインドネシア側 (カリマン

タン),東ジャワ,バリ,ヌサンテンガラ,ベト

ナム北部,タイ半島部, ミャンマー全域,ブー

タン,アッサム,シッキム,およびネパールに

ついてデータが抜け落ちているので注意して欲

しい.この様な不備はあるがある程度の一般化

はできる.コミツバチはインドのほぼ全域で普

図4 ヒマラヤオオミツバチA.laborwsaの分布域

通種で,同じようにインド東部の低地, ミャン

マー,タイ,およびインドシナで普通種である.

この後半の分布域では高標高の地域でク口コミ

ツバチに置き換わっている.これはク口コミツ

バチが低温耐性であることを示すものと考えら

れるが,実際には中国南部での両種の分布を比

べるとコミツバチの方が北部にまで侵出してお

り,事実に反するようにも見える.さらに,イ

ンドのコノルにおけるコミツバチおよびマレー

シアのカメロン高地におけるク口コミツパテの

ように一種のみが生息している場所ではいずれ

も標高 1600mにまで分布している.高地で得

られた標本はいずれも低地で採集されたものよ

りもきわだって大きい.興味深いことに西スマ

トラの広域調査ではク口コミツバチは標高

1000m以上では採集されていない (Salmah

eta1.,1990).両種が混在している地域 (タイ

北部,ベトナム,インド東部,あるいはジャワ)

での生態調査はなかなか面白い結果となるにち

がいない.

ジャワとスーダンのコミツバチ (Lordand

Nagi,1987)は人為的に導入されたものである

ことは,アンダマン諸島,パラワンを除くフィ

リピン諸島,小スンダ列島,スラベシなどの

島々にはこの種が生息していないことからして

も明らかである.この種は分散力に限界があ

り,地理的変異は現在知られているよりもさら

に大きいと思われる.形態測定,酵素多型およ

びDNA分析によってこの変異のいくつかを示

すことができ,また種々の個体群問の関係をっ
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まびらかにすることも可能であろう.

サバミツパテは最初にボルネオで再確認され

たときにはおそらくこのひとっの島だけに限っ

て分布すると思われていた.実際にはこの錘の

分布はスンダ列島の残りの部分 (マレー半島,

スマトラ,ジャワ)に及ぶというのが進化とい

う点からはもっともらしい,というのはこの地

域は 11000年前までは陸続きであったからで

ある (Ruttner,1988).一方で,ボルネオの個

体群に関する生物学的あるいは形態学的な研究

はいくつかの項目について行われているが,今

後スマトラやマレー半島での野外調査を行えば

この種の興味深い比較情報がきっと得られるは

ずである.現状では生息地のいずれの場所にお

いても生態学的な調査が行われていない.

ラオス西部から得られたヒマラヤオオミツバ

チの標本は間違いなくこの種であることが確認

されたことを特記しておきたい.分布は明らか

に高標高地帯に限定されるもののこれまで考え

られていたよりも広い範囲に及んでいるらし

い.
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The distributions of several recently

recoglnZedspeciesofhoney beesarepoorly

known.Specimensfrommanycollectionswere

identified and the collection localities were

napped,alongwithclearlyidentifiablerecords

from theliterature.Rangemapsforthefour

speciesdiscussedbelowarepresented

Apisflweaoccursfrom thePersianGulfeast-

wardthroughThainalndandIndonesia.itis

notfoundsouthofThailandexceptforisolated

populationsonJava.Therecentlyrecognized

dwarfhoney bee,A.andrenifomis,isfound

from easternIndiathroughmostofSoutheast

AsiaexcludingBaliandNusaTenggara(Indo-

nesia),Sulawesiandislandseastofthere,and

thePhilippines(excludingPalawan).

A.koschevnikovihasbeencollectedthrough-

outin Sundaland. Itiscommon in many

locatitiesinBorneoandhasbeencollectedre-

centlyinSumatra. Olderspecimensindicate

thatitwasoncepresentinpeninsularMalaysia

andJavaaswell.

A.laboriosahasbeenmostextensivelycol-

lectedin Nepal,butitalsooccurseastward

throughthemountainvalleystoBhutan,easten

India,northern Burma,southerm China,and
Laos.

Itishopedthattheseupdatesummariesof

thedistributionsofAsianhoneybeespecies

willstimulatefurtherstudiesofreglOnalvaria-

tion,ecologyandbehaviour.




